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A 141 絶食ならびに再摂食がラタト小腸の糖質消化吸収能に釦よぼす影響
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＜目的＞小腸粘膜における糖質の消化吸収能は、食餌組成’や絶食。糖尿病がどの要因に適

応して変化することが知られている。　しかしながら絶食に関しては、二糖類水解酵素活性

の増減二説があ!）、消化に続く吸収の様相についても詳細は明らかではたい。そこで絶食

左らびに再摂食を行* った場合の糖質の消化吸収の様相を、グルコースならびに二糖類の

Na゛依存性能動輸送の観察を行い、二糖類水解酵素活性の変動を比較検討を行たった。

＜方法＞体重約300^のWistar系雄ラットを対照群。絶食群、再摂食群の３群とした。絶

食群は１、3 tたは５日間絶食させた。再摂食群は５日間の絶食後、１日‘または3 0間再

摂■kさせた。各群を断頭屠殺後、空腸部から反転腸管々らびに微絨毛膜小胞を作成した。

反転腸管を用いて、グルコ―ス、二糖類にXる腸壁間０誘発電位（△PD)を測定し、微絨毛

膜を用いてグルコースの小胞への取込み、々らびにフロリジンの結合能を測定し皿。各群

の二糖類水解酵素活性ｔらびに血糖値の測定も行ｔつた。

＜結果＞二糖類水解酵素活性は、絶食１日後には変化はみられず、３日後に著明に減少し

て、再摂食3日後にはむしろ対照群よや高い値を示した。グルコース、二糖類による△PD

は、いずれも絶食１日後に著明に減少し、その後、絶食５日後｀まで変化は無く、再摂食1

日後には対照群の値まで増大した。　しかしながら、小胞へのグルコースの取込み痙らびに

フロ1) ジッ結合能は、絶食あるいは再摂食の影響を受けなかった。それゆえ、絶食々らび

に再摂食によね、糖質の消化吸収能は、グルコース輸送担体の変動よ1) %、むしろ二糖類

水解酵素活性の変動の影響を受ける%のと推察されるo


